
博物館博物館
topicstopics

館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

監
修
　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会
　
☎️
８
６
１・１
９
０
９

だ
ー

ほ
ら
、
ど
れ
、
お
い
。
物
を
尋
ね
た
り
、
要
求
し
た
り
す
る
時

の
呼
び
か
け
。「
だ
ー
　
我
に
ん
か
い
ん
　
見
し
れ
ー
（
ど
れ
、

僕
に
も
み
せ
て
よ
）」。

な
は
動
物
愛
護
フ
ェ
ア

第
23
回
国
場
川
水
あ
し
び
（
当
日
受
付
）

■日
11
月
３
日
（
金
）

■場
那
覇
市
壺
屋
焼
物
博
物
館
10
時
〜
18
時

　
那
覇
市
歴
史
博
物
館
10
時
〜
19
時

　
識
名
園
９
時
〜
17
時
半
/
玉
陵
９
時
〜
18
時

■問
文
化
財
課
☎
９
１
７・３
５
０
１

日
・
場 

11
月
19
日
（
日
）

　
識
名
園
９
時
〜
10
時
/
玉
陵
11
時
〜
12
時

※
券
売
所
前
に
５
分
前
ま
で
に
集
合

■問
文
化
財
課
☎
９
１
７・３
５
０
１

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
を
は
じ
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
民
俗
芸
能
が
集
結
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

■日
11
月
19
日
（
日
）
13
時
開
場
／
14
時
開
演

■場
市
民
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■問
地
域
文
化
芸
能
公
演
事
務
局

☎
８
３
５・８
１
８
１

応
募
い
た
だ
い
た
絵
画
、
写
真
な
ど
の
う
ち
、
入

賞
・
入
選
作
品
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

■日
10
月
31
日（
火
）〜
11
月
５
日
（
日
）

   

10
時
〜
19
時
（
最
終
日
は
17
時
ま
で
）

■場
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
６
階
）

■問
那
覇
市
文
化
協
会
☎
８
６
１・１
９
０
９

　
文
化
振
興
課
☎
９
１
７・５
０
８
２

■期
平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で
の
毎
週

金
・
土
・
日
　
18
時
〜
22
時

■場
福
州
園 

■費
大
人
／
６
０
０

円
　
小
人
／
３
０
０
円

小
学
生
未
満
／
無
料

■問
福
州
園

☎
８
６
９・５
３
８
４

■日
11
月
24
日（
金
）
〜
26
日（
日
）
10
時
〜
18
時

■場
壺
屋
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■内
展
示
即
売
、ふ
れ
あ
い
陶
器
作
り
、福
引
、オ
ー

ク
シ
ョ
ン
、
カ
ー
ミ
ス
ー
ブ
な
ど

■問
壺
屋
陶
器
事
業
協
同
組
合
☎
８
６
６・３
２
８
４

■日
11
月
16
日（
木
）〜
19
日（
日
）
10
〜
18
時

■場
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■内
組
合
員
の
作
品
・
展
示
販
売
、
企
画
商
品
（
新

作
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
、
ハ
オ
リ
エ
な
ど

■問
那
覇
伝
統
織
物
事
業
協
同
組
合

☎
８
８
７・２
７
４
６

■日
11
月
23
日（
木・祝
）〜
26
日（
日
）
10
〜
19
時

（
最
終
日
は
17
時
ま
で
）

■場
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■内
着
尺
、
帯
、
暖
簾
、
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
、
他

産
地
組
合
や
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
等
の
展
示

■問
琉
球
び
ん
が
た
事
業
協
同
組
合

☎
８
６
２・５
５
９
４

大
会
当
日
は
、
左
記
持
ち
物
を
ご
持
参
の
う
え
、

参
加
コ
ー
ス
受
付
時
間
に
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
案
内
は
が
き
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

※
当
日
、
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
※
当
日

申
込
も
受
け
付
け
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
１
７・３
５
０
４

　■日
11
月
５
日（
日
）10
〜
14
時

■場
環
境
の
杜
ふ
れ
あ
い（
南
風
原
町
字
新
川
）

■内
し
つ
け
、健
康
相
談
、お
手
入
れ
体
験
な
ど

■問
環
境
衛
生
課
☎
９
５
１・１
５
３
０

■日
11
月
18
日（
土
）９
時
半
〜
14
時
半

■場
漫
湖
水
鳥・湿
地
セ
ン
タ
ー（
豊
見
城
市
在
）

■内
清
掃
、自
然
体
験
型
ゲ
ー
ム
や
舞
台
イ
ベ
ン
ト
な
ど

※
お
昼
に
軽
食（
カ
レ
ー
）の
準
備
有

■問
環
境
保
全
課
☎
９
５
１・３
２
２
９

文
化
の
日
無
料
公
開

第
41
回
琉
球
び
ん
が
た
組
合
展

世
界
遺
産
解
説
会
（
予
約
不
要
・
無
料
）

「
地
域
文
化
芸
能
公
演
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ⅲ
」開
催

第
10
回
な
は
市
民
芸
術
展

第
38
回
壺
屋
陶
器
ま
つ
り

福
州
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
催
中
！

第
41
回
首
里
織
展

11
月
12
日
開
催
！
「
ひ
や
み
か
ち 

な
は 

ウ
ォ
ー
ク 

２
０
１
７
」
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ

  健

康づくりポイント

那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
19
時
　
木
曜
休
館

観
覧
料
　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９・５
２
６
６

　
現
在
の
那
覇
市
域
は
、
か
つ
て
は
、
那
覇
市
、

首
里
市
、
小
禄
村
、
真
和
志
市
の
３
市
１
村
の
行

政
地
域
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
那
覇
市
は
か
つ
て
の
那
覇
四
町
（
東･

西･

若

狭･

泉
崎
）
を
中
心
に
久
米
（
久
茂
地
含
む
）、泊
、

牧
志
（
壺
屋
含
む
）、
垣
花
を
含
む
地
域
で
し
た
。

首
里
市
は
、
現
在
、
那
覇
市
首
里
○
○
町
と
表
記

さ
れ
る
地
域
で
す
。
小
禄
村
は
那
覇
市
と
国
場
川

（
漫
湖
）
を
挟
ん
で
対
岸
に
位
置
す
る
地
域
で
す
。

そ
れ
以
外
の
地
域
が
、
現
在
の
新
都
心
地
区
も
含

ん
で
、
真
和
志
市
で
し
た
。

　
１
９
５
４
年
９
月
に
首
里
市
と
小
禄
村
が
那
覇

市
に
編
入
合
併
を
し
て
、｢

新
那
覇
市｣

と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
、
真
和
志
市
は
那
覇
市
と
の
合

併
を
見
送
っ
た
の
で
、｢

真
和
志
は
後
回
し
（
あ

と
ま
わ
し
）｣

と
い
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
今
年
は
、
真
和
志
市
が
那
覇
市
と
１
９
５
７
年

12
月
に
合
併
し
て
か
ら
60
年
の
節
目
の
年
に
な
り

ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
当
時
、
沖
縄
県
第

二
の
都
市
で
あ
り
、
現
在
で
は
数
多
く
の
那
覇
市

民
が
暮
ら
し
て
い
る
か
つ
て
の
真
和
志
地
域
の
歴

史
を
紹
介
し

ま
す
。

　
12
月
号
は
、

真
和
志
市
と

那
覇
市
の
合

併
経
緯
を
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

那
覇
市･

真
和
志
市
合
併
60
年
記
念

大
真
和
志

 

〜
戦
後
の
発
展
と
合
併
で
消
え
た
町
〜

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

　国
宝
尚
家
資
料
11
月
の
特
別
展
示

「
紋
織
の
衣
装
」

■期
11
月
３
日
（
金
）〜
29
日
（
水
）

1957年当時の那覇市と真和志市の
地図。黄緑色は首里市･小禄村と合
併した那覇市、ピンク色は真和志市

11
月
３
日
～
５
日
は
無
料
開
館
！

開
館
時
間
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２・３
７
６
１
　
　
８
６
２・３
７
６
２

FAX

「
琉
球
の
古
陶
〜
そ
の
美
と
流
れ
〜
」

　
県
内
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ

り
、
７
０
０
点
以
上
も
の
琉
球

王
国
時
代
の
焼
物
を
掲
載
し

た
『
琉
球
の
古
陶
〜
そ
の
美
と

流
れ
〜
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
厳
選
し
た
作
品
を
展
示
公

開
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
初
期（
17
〜
18
世
紀
）の
琉
球
の
焼
物
、
そ

の
美
し
さ
や
技
術
的
変
遷
を
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

■期
11
月
３
日
（
金
）〜
19
日
（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室
　
■費
無
料

●
関
連
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

■日
11
月
19
日
（
日
）
15
時
〜

■場
那
覇
市
立
壺
屋
焼
物
博
物
館
３
階

【
話
者
】
垣
花
隆
夫
（
医
師
）、
松
井
健
（
東
京
大

学
名
誉
教
授
・『
金
城
次
郎
と
ヤ
チ
ム
ン
』
著
者
）、

松
田
共
司
（
陶
工
・
北
窯
窯
主
）

■申
不
要
。
先
着
順
（
50
人
程
度
）

　
本
展
覧
会
は
、
ま
ず
、
伝
統

的
な
窯
場
で
戦
後
に
つ
く
ら
れ

た
作
品
を
、
西
南
日
本
か
ら
集

め
て
展
示
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

伝
統
を
よ
く
ふ
ま
え
た
美
し
い
品
々
で
す
。
こ
れ

ら
に
加
え
て
工
藝
「
作
家
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

の
創
作
を
展
示
し
ま
す
。
近
年
の
民
藝
陶
の
展
開

を
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
催
：
久
髙
民
藝
店
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杜ム

イ
ぐ
す
く
）

■期
11
月
21
日
（
火
）〜
26
日
（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室
　
■費
無
料

　
今
月
は「
琉
球
古
典
焼
入
門
」と
題
し
、琉
球
古
典

焼
と
呼
ば
れ
た
壺
屋
焼
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■日
11
月
19
日
（
日
）
10
時
〜 

※
１
時
間
程
度

■費
常
設
展
観
覧
料
が
必
要
（
大
学
生
以
下
無
料
）。

■申
不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■期
11
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
）
10
時
〜
18
時

■場
壺
屋
や
ち
む
ん
通
り

「
伝
統
工
藝
と
工
藝
作
家
」

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う 

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

第
13
回 

壺
屋
や
ち
む
ん
通
り
祭
り
２
０
１
７
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